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BAMBOO COMICS [Qpa
collection]
嫌いじゃないけど人間てコワ
イ！！

登場人物たちの心の動きに配慮がされており、暴力の礼讃、強姦の美化といった人格
否定の表現は感じられない。絵もきれいに描かれており、卑わいな印象も無い。しか
し、性器部分の消しは意図的に薄くされており、容認するのは難しく指定やむなし。

平成30年9月29日発行
人間と淫魔のエッチな恋愛マンガのためＳＦ感はあるが、羽がはえているだけで、そ
れ以外は人間と人間に見える。消し方については最近見た事がない手法だが、あまり
に露骨に感じられる。血管などを描いている箇所もあり、刺激が強すぎる。指定やむ
なし。

性器の形がわかり、処理の問題は大きい。登場人物は高校生と思われる。抑圧、人格
否定もあり、性交シーンも多い。工夫されている部分も多いが、指定やむなし。

男性器の修整が甘く、露骨で卑わいな感じを与えている。性交シーンの分量が多く、
擬音、体液の描写も多い。指定やむなし。

人間と「淫魔」との物語でファンタジーといえるが、淫魔はほぼ人間と同じ姿であ
り、卑わいか否かは人間同士のものと変わらない。擬音が多すぎて判別できない絵が
多いが、後半に進むにつれ明瞭になっていく。性器は一見消しているが、白い線で描
いていると分かる。指定やむなし。

人間と淫魔という設定であっても描かれている行為はいわゆるＢＬにおける性交その
ものであり、その描写、表現は執拗にして露骨。男性器の描写は修整が甘いというよ
りは、独自の画法による生々しい描写であり、規則が問題にしている露骨さを免れる
ものではない。指定該当

精液、体液の描写が多い。性器は白い線で消しているが形状が分かる状態になってお
り、修整が甘い。同級生という設定ではあるが、お金を払って性行為をするなど、青
少年に悪影響を与える。学校内で行為に及んでいるシーンも多い。指定該当

全体的に性行為の描写が多く、擬音、体液で１コマを占めているページもある。性器
の修整はされているが、形状がわかる部分も見受けられる。主人と下僕というような
人格否定ととられる部分もある。ストーリー性もあまり感じられず、非日常的な生活
が描かれている。指定該当

性器部分は修整されているようではあるが、形状がわかるため修整されていないよう
に思われる。擬音や体液の描写も多いため、卑わいな印象を受ける。指定該当

修整はされているが、どぎつい絵や性描写が多い。マニア向けなのかとは思うが指定
該当

性交シーンが多く、擬音や汗の描写が多いが、結合シーンの直接的な描写は少ない。
卑わいな印象は否めないが、指定該当までの判断には迷う。保留

性交場面は多く、修整は一応消してはあるが中途半端。体液も多く、強制している様
な所も少しある。それだけ見れば該当と思えるが、一応ストーリーもあり、暴力もほ
とんど無い。見ても何も感じないため、卑わいとも思えず判断がつかない。保留

ＢＬコミックで、羽根としっぽがある淫魔が出てくるファンタジー学園物語設定。ス
トーリーは理解しづらい。性器の消しはあるが見えている。擬音、体液も多いが、卑
わいな感じを与え、人格を否定する性的行為を容易に連想させるものではない。指定
非該当

性器の消しが甘く、擬音、体液描写も多いが、ファンタジー設定、絵柄のソフトさ、
性交シーン前後に登場人物の心情と周囲との関係の変化といった展開が必ずあったこ
とから卑わいさを感じない。人格否定描写も同じ理由で印象に残らなかった。描写の
みでなく全体の卑わいさを考えた時に、青少年の健全な成長を阻害するとまでは言え
ない。指定非該当

性器の描写については修整がかけられており、リアル感は無い。体液描写で一部気に
なる箇所があるが、全体的に陰鬱な感じはなく、結合部等も修整を意識的に入れてい
る感じを受ける。人物設定が学生と思しき部分は気になるが、暴力性や卑わい感は乏
しく指定非該当

条例第18条の２第２項に規定する自主規制団体からの聴き取り結果


